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七

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終

処
分
に
関
す
る
法
律
第
十
一

条
第
三
項
の
単
位
数
量
当
た

り
の
第
一
種
最
終
処
分
業
務

に
必
要
な
金
額
及
び
同
法
第

十
一
条
の
二
第
三
項
の
単
位

数
量
当
た
り
の
第
二
種
最
終

処
分
業
務
に
必
要
な
金
額
を

定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

三
一

二

〇
経
済
産
業
省
、
環
境
省

一

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

三
一

二

〇
国
土
交
通
省

一

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給

の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

一
七

二

二

大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用

に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

三
〇

二

三

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事

業
費
国
庫
負
担
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

三
一

三

〇
環

境

省

一

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
〇
13

一
三

規

則

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
人

事

院

九
e

五
五
e

一
〇
九

人
事
院
規
則
九
e

五
五
（
特

地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を

改
正
す
る
人
事
院
規
則

三
〇

二

〇
公
害
等
調
整
委
員
会

一

鉱
業
等
に
係
る
土
地
利
用
の

調
整
手
続
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
等
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
二

一

告

示

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

一

保
険
業
法
第
百
八
十
五
条
第

一
項
の
免
許
に
関
す
る
件

一
九

一

二
e

三
四

総
合
特
別
区
域
を
指
定
し
た

件

二
六

二

三
五

地
域
再
生
法
第
二
十
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機

関
を
指
定
し
た
件

二
七
20

三
二

〇
宮

内

庁

一

平
成
二
十
五
年
歌
会
始
の
お

題
を
定
め
ら
れ
た
件

一
二

一

〇
国
家
公
安
委
員
会

一

駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
型

式
認
定
番
号
を
指
定
し
た
件

二
四

二

二

普
通
自
転
車
の
型
式
認
定
番

号
を
指
定
し
た
件

二
四

二

三

原
動
機
を
用
い
る
身
体
障
害

者
用
の
車
い
す
の
型
式
認
定

番
号
を
指
定
し
た
件

二
四

三

四

財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連

合
会
か
ら
名
称
の
変
更
の
届

出
が
あ
っ
た
件

三
一

三

五

財
団
法
人
全
国
防
犯
協
会
連

合
会
か
ら
名
称
及
び
暴
力
団

員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十

二
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
事
業
を
行
う
事
務
所
の

名
称
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た

件

三
一

三

〇
金

融

庁

一

本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業

者
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

四

一

二

保
険
業
法
第
二
百
九
条
第
二

号
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関

す
る
件

四

一

三

銀
行
法
第
二
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
銀
行
に
業
務

の
一
部
停
止
を
命
じ
た
件

一
〇

一

四

本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業

者
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
二

一

五

保
険
業
法
第
二
百
七
十
一
条

の
三
十
三
第
一
項
第
二
号
の

規
定
に
よ
る
法
第
二
百
七
十

一
条
の
十
第
二
項
た
だ
し
書

の
認
可
の
失
効
に
関
す
る
件

二
三

二

〇
金
融
庁
、
法
務
省

一

社
債
等
登
録
法
施
行
令
第
一

条
第
一
項
の
会
社
並
び
に
社

債
等
登
録
法
施
行
規
則
第
十

二
条
第
一
項
の
登
録
機
関
及

び
そ
の
支
店
の
指
定
に
関
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
三

二

〇
総

務

省

一

特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定

す
る
件

一
〇

一

二

認
定
講
習
課
程
の
修
了
試
験

の
方
法
を
定
め
た
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
一
6

三

三

認
定
講
習
課
程
に
つ
い
て
別

に
告
示
す
る
要
件
及
び
講
習

時
間
並
び
に
実
施
要
領
を
定

め
る
件

一
一
6

三

四

特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定

す
る
件

一
三

三

五六

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及

び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域
の

静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
政
党
事
務

所
周
辺
地
域
を
指
定
す
る
件

一
三

三

七

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

一
六

二

八

地
方
税
法
第
三
百
八
十
九
条

第
一
項
第
一
号
の
償
却
資
産

の
う
ち
船
舶
以
外
を
指
定
す

る
等
の
件

一
七
10

一

九

地
方
税
法
第
三
百
八
十
九
条

第
一
項
第
一
号
の
償
却
資
産

の
う
ち
船
舶
を
指
定
す
る
等

の
件

一
七
10

七

一
〇

地
方
税
法
第
三
百
八
十
九
条

第
一
項
第
二
号
の
償
却
資
産

を
指
定
す
る
等
の
件

一
七
10

一
七

一
一

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
公
表
す
る
件

一
八

三

一
二

市
の
境
界
変
更
の
件

一
九

一

一
三

電
波
法
第
七
十
一
条
の
三
の

二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
登
録
周
波
数
終
了
対
策

機
関
を
登
録
し
た
件

二
〇

二

一
四

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又

は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の

特
例
を
定
め
る
政
令
第
三
条

第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
大

臣
の
定
め
る
区
分
及
び
総
務

大
臣
の
定
め
る
額
を
定
め
る

件

二
三

二

一
五
一
六

特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定

す
る
件

二
五

二

一
七

地
方
自
治
法
第
二
百
九
十
一

条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
広
域
連
合
の
規
約
の
変
更

を
許
可
し
た
件

二
五

二

一
八

地
方
公
営
企
業
が
会
計
を
整

理
す
る
に
当
た
り
よ
る
べ
き

指
針

二
七
20

三
二

š
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